
 

○ 実証プロジェクトの概要 
 
【実証概要】 

風力発電由来の電力により製造した水素を、簡易水素充填車を活用したデリバリーシス

テム（日本初の試み）により輸送し、地域の青果市場や工場･倉庫に導入した燃料電池フォ

ークリフトで使用する。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

【実証サイト】 

横浜市風力発電所で水素を製造し、使用条件の異なる 4拠点で合計 12 台の燃料電池フォー

クリフトを運用。 
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京浜臨海部での低炭素水素活用実証プロジェクト 

－代表事業者：トヨタ自動車株式会社（連携自治体：神奈川県、横浜市、川崎市） 
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ハマウィング敷地内イメージ 

マネージメントシステムイメージ 燃料電池フォークリフト 

（㈱豊田自動織機） 

 

○ 今後の本格運用の概要 

 
 

・ハマウィングの電力を利用した低炭素水素の製造を開始 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
・燃料電池フォークリフト 12 台、簡易型水素充填車２台を用いた水素供給を検証 

 

 

・クラウドを利用し、水素の製造から利用まで管理・運用 
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水電解装置（㈱東芝） 

蓄電池システム（㈱トヨタタービンアンドシステム） 

簡易水素充填車（岩谷産業㈱） 

水の電気分解 

 

【ご参考】 

１）風力発電により水を電気分解して水素を製造するシステム 
 

【水素製造】 

▼  ハマウィングの電力を、水の電気分解による水素製造及び装置の動力としても活用 

▼  変動する風力発電量と水素需要の時間差を考慮し、設備を最適運転できるマネジメント 

  システムによりフレキシブルに低炭素水素を製造 

                    

 

 

 

  

                    

 

      

 

  

 

２）最適な水素供給を行うための貯蔵・圧縮と輸送の仕組み 
 

【水素貯蔵・圧縮】 

▼ 水素を安定供給するために、２日分の水素を貯蔵 

▼ ハイブリッド自動車の使用済バッテリーを再利用し、環境性に配慮した蓄電池システム 

を活用。ハマウィングが止まっていても安定的な水素供給が可能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【水素輸送】 

▼ 燃料電池フォークリフト用の簡易水素充填車を、日本初導入 

▼ フォークリフトの水素使用量を常時把握し、最適配送でユーザー要望にきめ細かく対応 

 

 

 

 

 

 

 

 
        

 

 

 

 



 

燃料電池フォークリフトの特徴 
燃料電池フォークリフト 

（㈱豊田自動織機） 

 

３）燃料電池フォークリフトの導入利用 
 

【水素利用】 

▼導入先は、異なる使用条件で多様な実証が出来る４か所（12台）を選定 

▼2016年11月より販売を開始した燃料電池フォークリフトを使用し利用時のCO2排出量ゼロを実現 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

【燃料電池フォークリフトの導入先等】 

 

 

 

【燃料電池フォークリフトの導入先・水素運搬ルート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

導入先 実証の主なねらい 

横
浜
市 

横浜市中央卸売市場本場（青果部） 短距離・多頻度使用 

キリンビール㈱横浜工場 重量物運搬 

川
崎
市 

ナカムラロジスティクス（かわさきファズ物流センター内） 低温倉庫内での使用と屋内充填 

ニチレイロジグループ 東扇島物流センター 低温物流業での使用 

・環境性 

利用中の CO2排出量ゼロ、排出されるのは水のみ 

・作業効率向上 

水素充填約３分で約８時間の稼働が可能 

（バッテリー式の場合は６～８時間の充電が必要） 

・省スペース 

予備バッテリーの購入、保管が不要 

（従来の電動フォークリフトの連続稼動には予備バッテリー

が必要） 

※ 稼働率 55％を前提に算出 

仕様
定格荷重 2,500kg

水素充填時間 約3分
水素搭載量 13.4Nｍ3

稼働時間 約8時間※


